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第6節木製品

とこでは、 B地区から出土した木製品の器種別の分布、組成、樹種などをまとめ、起耕・整地具の

素材から製品までの製作丁‘程などについて検討する。なお、対象物は実演j凶を掲載した木製品のみで

あるが、その大要は把握できると考える.

1 木製品の分布と組成

表577では、 B地区 Iの報告書(岐阜県文化財保護センター2012b)と今回の報告書で提示した木製

品の合計708点の出土地点と遺構別の出土量を示した(表577の網掛けは右端の合計数値の 14%以上

の数値である)， B地区の出土地点は発掘調査時に43の地点に細分したため、それらをa........iの9ブ

ロックに分け(図2606)、器種ごとの数量を算出した。

全体では建築部材が最も多く、次いで起耕・整地具、土木部材、棒材、板材の順に多い。地点別に

みると、 NR002を検出したe地点が最も多く、次いでSD0381(大溝)を検出したc地点とE地点が多

い。しかし、 e地点とg地点は起耕・整地具と建築部材が多いことに対して、 c地点は建築部材が突

出して多く、土木材も多かった。 c地点のこのような様相は、 d地点においても同様である。なお、

b地点のその他の部材が多いのは、井戸枠が出土しているためである。

次に遺構種類と個別遺構ごとの組成について考えたい。全体的には溝状遺構 (SD)と自然流路 (Nめ

からの出土が目立ち、いずれも起耕・整地具と建築部材、土木材が多い@一方、柱根などが残存して

いる竪穴住居跡 (SB)や掘立柱建物跡 (SH)などは建築部材の出土量が、棺材などが残存している墓

(SZ)は葬送具の出土量がそれぞれ多い。

SD0381 (大溝)は北側 (07一位、 08_7、09_19地点)、中央 (0614-16、08_6、09_5、11_6地点)、南

側 (10_4地点)に分けて分析した。その結果、倭鏡が出土したSD0381中央が最も出土量が多く、建築

部材や起耕・整地具とともに祭記・儀礼関連具や容器の出土も目立つた。しかし、掘削面積は中央が

南側の約2倍であることから、木製品の出土密度は中央と南側はほぼ同じであるといえる。一方で、

SD0381北側は出土した多くの木製品が土木材(杭)であり、乙れはSD0381北側に設置されたSW001

等との関連があると考えられる。また、 SD1053やNR018は起耕・整地具の出土が少ない半面、他の溝

や自然流路では出土していない匙や桶の未製品が出土していることが特徴的である。

自然流路では、 SD0381と同様にNR002とNR013-016において起耕・整地具と建築部材の出土比率

が高い。しかし、居住域と水流部との距離の差が起因するためか、 NROOlとNR013-016との出土量

には大きな差が生じている。一方、 NR012は水流部ではなく河原に相当する部分であり、起耕・整地

具と建築部材の出土が少なく、祭租・儀礼関連具や棒材が多く出土した。

2 木製品の樹種

表578では、 B地区 Iの報告書(岐阜県文化財保護センター2012b)と今回の報告書で提示した木製

品のうち、樹種が判別している個体683点の樹種と器種の組成を示した(樹皮材は除く)。全体では、

針葉樹が385点、広葉樹が298点で、針葉樹がやや多く選択されている。器種別にみると、起耕・整地

具は広葉樹が多く使用されているが、水田作業具、運搬具、漁携具、容器、祭租・儀礼関連具、葬送具、

装身具などは針葉樹が多く、針葉樹しか選択されていない器種もある。

次に、主要な器種の樹種組成について検討する。
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起耕・整地具は、広葉樹が多く、特にアカガシ亜属は全体の76%を占めており、多用していたこと

がわかる。針葉樹のうち、コウヤマキとヒノキ、マキ属は柄として、ヒノキ属はえぷりとして使用さ

れており、これらの器種は針葉樹とともに広葉樹も選択されている。一方、直柄平鍬は製品、未製品

ともにすべてアカガシ亜属が選択されており、泥除も製品、未製品に関わらずアカガシ亜属が多く選

択されている.しかし、弥生時代中期以前と考えられる陣笠形の泥除未製品4点(掲載番号152~ 154. 

4308)の樹種はクスノキ2、ケヤキ 1、アカガシ亜属1であり、アカガシ彊属が優勢とはいえない状

況である。

水田作業具はすべて針葉樹が選択され、大足部材はヒノキかヒノキ属のみで、田下駄はヒノキ、ス

ギ、アスナロ属が選択されている。

容器のうち、曲物は側板や底板、蓋、その他の付属材も含めて13点すべてが針葉樹で、スギとヒノ

キが多用されている。一方、栓6点もすべて針葉樹であるが、その内訳はアスナロ属3、イヌガヤ属1、

コウヤマキムヒノキ1であり、ヒノキが少ない。

表578 B地区出土木製品の樹種組成一覧表
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また、当遺跡では、過去に泥除の製作工程

が推定できる資料が出土した(大垣市教育委

韓括第7章208 

員会2008)。今回の調査では、直柄平鍬の製

作工程がある程度判明したので、樋上昇氏の

段階設定(樋上2010)に準拠し、以下に記す.

樋上氏は飯塚武司氏の論考(飯揮2001)を

参考とし、掘削具の製作工程の段階設定を行

った。それは、伐採、製材(伐採した原木に

クサピを打ち込み、ミカン割り材を採る)、乾

燥、加工 i(ミカン割り材を加工して断面が

横長の二等辺三角形になる板材にする)、加工

ii (桓材の中央部にあたる最も厚い部分を加

工して着柄のための隆起部を連続した状態に

っくりだす)、加工血(長い板材のままで鍬1

点ずつの平面形及び隆起部分をつくりだす)、

加工iv(鍬1点ずつを切り障す)、加工v(l

点ずつの鍬に穿孔をほど乙し、刃部をつける)

である。

とれに、今回出土した遺物を当てはめると、

図2608のようになる.

製材段階のB1_1417は、長さ123.1個、幅

26.0岨であり、木材中心までの距離を約10叩

と仮定すると、直径約70岨の丸木材であった

ととになる。樹皮が残存するミカン割り材で、

裏面にクサピ痕が残る 2).なお、 SK01894下

層からは長さ約7.3m、宜径約70叩のアカガ

シ亜属(イチイガシ)の倒木が出土しており傭

4章第l節及び第6章第7節参照)、 NROOlで

も長さ約10m、直径約60佃のアカガシ亜属

の倒木が出土している(肢阜県文化財保種セ
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圃2607起耕・聾地具未製品と鹿具素材の出土位置

ンター2012b)ことから、当遺跡周辺に素材となる大径木が存在していたことがわかる.

加工i段階のB2_4786は、長さ133.0個、幅25.0叩であり、断面形は横長の二等辺三角形状である。

腐食や欠失が著しく、表面の加工状祝は不明である.

加工ii段階に該当する資料の出土は確認できていない.

加エ盟段階のB2_301は、長さ164.0cm、幅20.0c血であり、下方約半分の断面形は横長の三等辺三角

形状で、中央に材の長辺に直交する溝が削り込まれている.また、その上に方形の隆起、上端に不整

形の隆起があり、加工i段階から加工出段階へと移行する途中の未製品と考えられる。また、 B24781、
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B2_4298はいずれも連続する着柄隆起を有する未製品である。 B2_4781は四連で、長さ 138.0cm、幅

20.0c盟で、欠損部を復元すると長さ約157c盟と考えられる。着柄隆起は長方形で、身は薄く、鍬1点ず

つの平面形は作出されていない。 B24298は上端が欠損し、下端は二次加工が施されているため、全

形は不明である。着柄隆起は長方形であり、身は!事く、着柄隆起が向かい合っている点がB2_4781と

大きく異なる点である。

加工iv段階のものは最も多く出土し、そのうち6点を例示した。左列上(市34010)の全形は長方

形で、加工出段階のB2_4781から鍬1点ずつを切り離した形態に類似する。中央列 (C1014、C_283)

は上部幅を減じ、全形が台形状で、着柄隆起は長方形である。右列 (B2_4294、市3_4011)は着柄隆

起が舟形となり、身が薄い。型式学的には、左列→中央列→右列へと形態変化し、右列はB24294よ

りも頭部左右のくびれがある市3_4011が型式学的に後出する。しかし、 B2_4294→C_1013への変化

も考えられるととや、長板素材複数製作(いわゆる連作)のみならず、短板素材単数製作(いわゆる

単作)の場合も想定すべきであり、製作工程は一元的ではなかったといえよう針。

加工v段階は穿孔が施された段階で、製品も含めた。荒尾南遺跡の資料では、柄孔は着柄隆起を舟

形に整形した後に穿っている。 C_1013は頭部左右のくびれと蟻溝がなく、刃部には約5阻の面が残っ

たままである.また、柄孔の直径が小さく、背面(隆j起のある面)よりも前面の直径が小さいことから、

穿孔途中の段階と考えられる。また、 C1011は刃部に磨滅が認められず、柄孔隆起の整形が粗い。一

方、 C_1010は刃部に磨滅が認められることから製品の可能性が高く、 C_1013とC_1010を図面上で重

ねると、頭部左右のくびれ以外の全形と柄孔隆起がほぼ重なるため、 C_1013→C_1010への変化が推

定できる。このように、当遺跡の加工iv段階から V段階の資料では、およそ着柄隆起の舟形整形→柄

孔の穿孔→蟻溝切削→刃部整形の順で作業を行い、完成に至っていることがわかる.

なお、弥生時代末から古墳時代初頭にかけて、当遺跡周辺の丘陵地にはアカガシ亜属やシイノキ属

からなる照葉樹林やスギ林を主体とした森林が広がっていたとされる(第6章第4節参照)。これと今

回の分析結果や、大垣市教育委員会の調査結果などから、当遺跡及びその周辺において、樹木の伐採

や製材から木製品の製作までを行っていたことは、ほぽ間違いないと考えられる。また、図2608に示

したように、加工IV-"V段階の資料の多くはC地区のSD0381出土資料であり、製材から加工iii段階ま

での大型材はB地区の自然流路からの出土が多い。そのため、直柄平鍬に限定すると、自然流路と

SD0381とでは未製品の加工段階が異なるものが多く出土しているといえ、ある程度は製作工程により

加工する場所が決められていたと考えられる4)。

注

1) B地区でSD0381(大溝)とした遺構は、 C地区でSDc031、市教育委員会調査区でSD05と呼称されている。乙

こでは、それらをまとめてSD0381として記載する。

2) B1 1417は全体の歪みが著しく、製材後に農具としての利用が困難であったため、作業台に転用された可能性

があると、山田昌久氏から御教示を得た@

3) 農具素材には長さ 1m以上の長大なものや、 50cm未満の短いものもある，そのため、すべての直柄平鍬が連作

により製作された訳ではなく、単作の場合もあったと考えられる@また、アカガシ亜属は建築部材にも多く使用

されているととから、場合によっては、素材の調達は建築部材からの転用も想定すべきかもしれない。

4) 荒尾南遺跡C地区の報告書(岐阜県文化財保護センター2014)では、「大溝の岸部が木材二次加工及び廃棄の場

であった」としている。
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た、 B地区とC地区では器種がやや多様になり、銅鏡(倭鏡2))、銅鐸片、円盤状銅製品、巴形銅器な

どの特殊な青銅製品が出土している。遺構種別をみると、建物関連の遺構 (SA、SB、位、 SH)と溝状

遺構からの出土量がやや目立つが、建物関連の遺構から出土した銅銭5点はすべて竪穴住居跡からの

出土である。また1棒状遺構からは比較的多様な器種が出土しており、中でも大溝(SD0381)からはB地

区においては銅鏡 (6710)が、 C地区においては円盤状銅製品(1004)や巴形銅器(1005)が出土す

るなど注目すべき資料が認められる。

次に、これらの主な金属製品の時期やその分布について検討したい.冒頭で述べたとおり、主な金

属製品はv-医期のものとみられるが、竪穴住居跡から出土した銅織に着目すると、共伴土器の時期
から銅銭の時期や分布の特徴がつかみやすいと考えた@表579の網掛けの行をみると、竪穴住居跡 (SB)

出土の銅織はすべてV-VIII期の住居跡から出土しており、そのうちvn期からの出土がもっとも多い@

また、遺物包含層から出土した銅鉱も、凶2609をみるとその多くが建物関連の遺構分布と重なってい

ることが分かり、遺構分布と関係する可能性は高いと考えられよう。もちろん、遺構の重複による混

入を考慮しつつ、銅銭の所属時期については慎重に検討する必要がある。そのため、ここでは銅銭2宮

点がv-理期に属する可能性のみ指摘しておくこととする。

では、なぜこのような分布状況がみられるのだろうか。その分布状況について、もっとも出土量が

多い銅鍛とそれ以外の金属製品とに分けて分析したい。

図2609の主な金属製品の分布をみると、銅銭が比較的多くまたは集中して分布するのはA地区の北

東部、 B地区の中央部と大溝周辺、そしてC地区の大溝周辺である。特にB地区北部のSB265、SB271

周辺とB地区中央部の遺構密集域とを比較すると、 SB265、SB271周辺は遺構数に対して銅銭の分布範

囲は広く、遺物包含層出土の銅織も含めると5点の出土がみられる@それに対して、 B地区中央部の

遺構密集域においては銅鉱が2点 (1838、5506)となる乙とは特徴的であろう。その銅銭2点につい

てさらに着目すると、竪穴住居跡が環状に密集する区域のほぼ中央部、大型の掘立柱建物跡 (SH019)

付近で隣接するかのように分布している。第7節第4章で述べた砥石の分布(図2600下)と比較する

と、砥石は中央部を除いたその周辺に分布するのに対して、この2点は中央部にしか分布していない。

第7章第2節では、 SH019が四期の集落内における中心的な施設であった可能性を指摘していること

から、この銅銭2点の分布との関連性が気になるところである。ただし、 1838はVI期の竪穴住居跡か

ら、 5506は遺物包含層からの出土であることから、層位的にその関連性を検証することは困難である。

あくまで平面的な分布からSH019と銅銭の分布との関連性については可能性として考えておき、ここ

では事実報告に留めておきたい。

表579をみると、銅銭以外の主な金属製品の多くは大溝(SD0381)、方形周溝墓、土坑から出土して

いる。遺物包含層から出土した倭鏡 (5505)はW層から、銅鐸片 (8293)はめ層からといったように、

屑位的には違いが見られるものの、図2609をみる限り、平面的な分布状況は遺構密集域に限られ、い

ずれも銅銭と近い位置に分布している.B地区南部から、 C地区にかけて調査区に空白地区があるも

のの、現状では、主な金属製品の分布と遺構密集域が重なるととから、とれら金属製品と遺構密集域

にある遺構とが何らかの関連をもっ可能性がある.

2 荒尾南遺跡で出土した青銅製晶の検討課題

C地区の報告書(岐阜県文化財保護センター2014)においては、青銅製品の蛍光X線分析結果から、
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濃尾平野部で出土する銅畿の特徴や、円盤状銅製品のインゴットの可能性を取り上げて、青銅製品の

検討課題を指摘した。そこで、今回の報告ではB地区における銅鏡や銅鐸片の出土がもっ意味につい

ての検討課題を明らかにしたい.

表580 岐阜県内で出土した弥生時代の銅鏡一覧

銅鏡の名称 種顛 出土地 遺跡名 時期 備考

岐阜市 瑞龍寺山山頂遺跡 弥生時代後期
径22.1皿。内行花文鏡 舶載鏡
墳墓から出士一

関市 大杉遺跡 弥生時代後期
復z径約12園。内行花文鏡 舶載鏡
遺物包含層から出士。

関市 砂行遺跡 弥生時代終わり頃
小破片。

方格規矩四神鏡 舶載鏡
住居跡から出士。

美濃市 美濃観音寺山古墳 弥生時代終わり頃~
径9.5園。

重圏文鏡 倭鏡
古墳時代初め頃 墳墓から出士一

美濃市 美濃観音寺山古墳 弥生時代終わり頃~
径23.6団。

方格規矩四神鏡 舶載鏡
古墳時代初め頃 墳墓から出士一

重圏文鏡 大垣市 荒尾南遺跡 弥生時代終わり頃~ 径8.5園。倭鏡
古墳時代初め頃 溝状遺構から出士。

重圏文鏡 大垣市 荒尾南遺跡 弥生時代終わり頃~ 径3.1園。倭鏡
古墳時代初め頃 遺物包含層から出士。

表 580でみると、岐阜県内に

おいて製作時期が弥生時代にま 表581 岐車県肉で出土した銅鐸一覧

名称 出土地 出士年

上加納銅鐸 岐阜市上加納篠ヶ谷 享保年間

で遡る可能性のある銅鏡8面約

のうち、当遺跡は2面が出土し

ている。また、全国における重

圏文鏡の出土例は当遺跡を含め

て54例を数え、そのうち弥生小

型的製鏡の重圏文鏡は7例と、

全国的にみても極めて希少なも

のであることがわかる。その分

布は西日本に多く、当遺跡での

出土は西日本の東端での出土例

久々利銅鐸 可児市久々利(大字柿下字番場)享保18年3月

十六銅鐸 大垣市十六町宇中林 明治34年4月

上白銅鐸(1号) 下目市萩原町大字上品 昭和7年11月

上自銅鐸 (2号) 下目市萩原町大字上呂 昭和7年11月

切通銅鐸 長森切通 昭和43年~55年?

同尾南銅鐸 大垣市荒尾町 平成18年

※『大垣市史考古編~ (平成23年3月25日)を一部改変
であることは特筆すべきことで

ある4)。また、銅鐸についても、表581のとおり県内では7例目であり、遺物包含層出土の事例ではあ

るが、弥生時代を代表する青銅製品の一つである銅鐸が破片の状態で出土した事例としては県内初で

あるめ。このような希少価値の高いものを所有できる有力者が存在したか否かの検討は議論されるべ

き点であろうが、こ乙では事実報告に留めておき、遺構から出土した倭鏡 (6710)に着目したい。

6710は、円形の珠文と弧文をいつくも重ねた文様が非常に特殊であるが、複数の圏線を重ねるこ

とから「重圏文鋭」に分類できる.しかし、古墳時代の重圏文鏡よりも文様が複雑である点から、美

濃観音寺古墳出土の重圏文鏡と同様、重圏文鏡の祖形である可能性が指摘できる 6)。また、一般的に

みられる重圏文鏡は古墳からの出土例が多いが、 6710は、大溝 (SD0381)の岸辺において、鏡の鏡面

を上にした状態で出土した。鏡背面にもベンガラを塗った痕跡が認められ、祭需E用具として使用され

たものである可能性が考えられる。さらに、付近のほぼ同じ層からは桃核や非実用的な手握ね土器と
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いった祭記用とみられる遺物も出土している。とのように、特殊な文様や出土状況から、祭記用具と

して倭鏡を使用し、使用後に大溝へ廃棄するといった f水辺の祭租7)Jの事例と類似する。さらに、

第7章第2節でも述べたように、独立榛持柱建物であるSH027から大溝の東岸までの一帯を、 W期段

階の一つの祭記空間ととらえるならば、 6710が祭りの後に大溝へ運ばれた可能性は指摘できよう到。

また、「水辺の祭組」の可能性を検証する一つの材料として、倭鏡 (6710)の時期に着目したい。 6710

は弥生時代後期から古墳時代前期 (VI~羽期)の土器を包含する大溝埋土から出土しており、その出

土状況から羽~VII期のものと考えられる。しかし、 6710が鋳造され使用された期間を考慮するならば、

6710が製作された時期はV期まで遡る可能性があり、その場合は愛知県大口町の余野遺跡出土の倭鏡

とともに東海地方最古級の倭鏡である可能性も考えられる的。

以上のように、当遺跡で出土した倭鏡がもっ特徴から、製作時期、使用時期、祭記空間の存在、廃

棄行為の有り様など、あらゆる可能性を指摘できようが、今後の出土例の増加に期待し検討課題とし

ておきたい。

注

1) 大垣市教育委員会2008W荒尾南遺跡~ m (大垣市埋蔵文化財調査報告書第18集)
2) 車崎正彦2002r中国鏡と倭鏡Jr考古資料大観第5巻弥生・古墳時代鏡』小学館
3) 伝世後に古墳に副葬したものを除く。

4) 国立歴史民俗博物館編1994r共同研究「日本出土鏡データ集団U 2 弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成J(国
立歴史民族博物館研究報告第56集)、大手前大学史学明究所『弥生・古墳時代銅鏡出土状況資料集 日本考古学

協会2010年度兵庫大会第2分科会「古墳出現過程と銅鏡」資料集L 岐阜県教育委員会・財団法人岐阜県教育文化

財団文化財保護センター2006r岐阜県新発見考古速報2006一平成18年度岐阜県発掘調査報告会一』
5) 大垣市2011W大垣市史考古編』

6) 森下章司氏のご教示による。

7) 6)に同じ。

呂) 赤塚次郎氏のご教示による@

9) 6)に同じ。
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ヒスイ製の石製品 (B28292)、時期は不明であるが珪化木製の石製品 (A2980)などが出土した。珪

化木は岐阜県美濃加茂市周辺や三重県いなべ市などで産出するとされている(岐阜県博物館2013)。

小結 縄文時代晩期の遺構数は少ないが、当地を居住地として最初に選択した人々は豊富な森林を開

拓し、自然流路の周辺で生活を営んだと考えられる。弥生時代前期になると、墓制や土器など日常的

な習俗に外来の要素を認めることができる。この頃、近畿地方の木棺形態は福永分類の I型木棺が主

体で、中期になると漸移的にE裂に変化するお。東海地方ではとれまで弥生時代前期の木棺慕の検出

はほとんどないこと剖や、滋賀県上出A遺跡などで縄文時代晩期から弥生時代前期の木棺墓が検出さ

れ、木棺形態はI型であること(滋賀県教育委員会2001)などから、現状では当遺跡の木棺墓の導入

については畿内など西日本からの影響を想定すべきであろう。また、西日本に広く分布する遠賀川系

土器の当遺跡における出土量は、岐車県内において突出している。これらは、弥生文化の東進の流れ

の中で理解できよう。

2 弥生時代中期(1I期-lV期)(関2612)

地形・景観 A'B地区の旧中洲上とC地区の自然堤防は引き続き環境が安定しており、遺跡東側に

は南北に縦走する幅約10mの大溝が掘削され、多数の方形周溝墓が造営された。 ‘方、白然流路は堆

積が進行し、前代のB地区における竪穴住居跡や木棺墓群は埋没し、 B地区南西側では自然流路の埋

土上菌から方形周溝墓が構築されている。なお、前代に比べて、土地の開拓が東側や南側へと拡大し、

遺跡全体で人々の活動の痕跡を確認した。

居住域 明確な建物跡は確認できなかった5)。

墓域方形周溝墓227基 (A地区76基、 B地区116基、 C地区41基町、円形周溝墓1基 (B地区1) 

を検出した。遺構の粗密はあるものの南北約640mの範囲内に分布しており、広大な墓域といえる。

B地区中央付近から北側は自然流路に伴う窪地から大溝までの聞の旧中州上に構築されており、大溝

の西側では2列の方形周溝墓列を検出した。方形周溝墓列中には、円形周溝墓としたSZ045も含まれ

る7)。現状で確認できる方形周溝墓列の南端はB地区中央付近までであり、そこから南側には大溝の

東側にも方形周溝墓が造営されている。 C地区では墳丘盛土が残存している方形周溝墓を数基確認し、

墳丘盛土と主体部との関係や構築方法が明らかとなった。なお、中期段階の方形周溝墓のうち、一辺

の長さが判明している慕のうち最大のものはA地区西側に位置するSZ004である。また、方形周溝墓

以外では土器棺墓I基 (C地区1)、士坑墓16基 (B地区1、C地区15)を検出した。これらはC地

区において、自然流路の両岸で方形周溝墓に隣接して群として存在する.

生産圃栽培 中期前葉(ll期)において、 C地区の071、0813、0915地点では剥片、砥石、石鋸な

どの石製品製作に関わる遺物が多量に出土しており、石製品製作に関わる場所であった可能性が指摘

されている。また、ベンガラが付着した石杵や赤鉄鉱も出土し、その東側の自然流路の埋土からベン

ガラを検出したことから、ベンガラに関する生産活動の可能性や、石製品の製作に伴う研磨弗jの可能

性が指摘されている。しかし、中期中葉から後葉 (ill-N期)には、このような生業関係の痕跡を確

認できておらず、短期間の活動であったと考えられる。なお、同地点では弥生時代中期頃と考えられ

る28点以上の鉄鉱石(約300g)が出土した。いずれも製鉄工程を経ていない鉄鉱石であり、方形周溝

墓からの出土であるととや、鍛冶関連遺構や鉄津・鍛造言明片等を確認できなかったととなどからも、

鍛冶とは異なる性格の遺物の可能性がある。
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しており、 C地区ではインゴットの可能性が指摘されている円盤状銅製品 (C_I004)も出土している。

青銅器の製作工房に関連する遺構は確認できていないが、当遺跡近辺での青銅器製作の可能性は指摘

できよう。また、 SD0382では約6500gのベンガラが長さ約30cmの範囲にまとまって出土し、その南

側の07_42地点では遺物包含層出土ではあるが被熱して固化したベンガラも出土した〈写真33)9)。

さらに、竪穴住居跡内でも粉状のベンガラが馬蹄形状 (SBI95)や広範囲に散在する状態 (SB324など〉

で確認されている。当時のベンガラの製作工

程は不明な点が多く慎重な議論が必要であ

るものの、当遺跡内でベンガラを加工する行

為が成されていた可能性は指摘できよう。な

お、 C地区の大溝東側壁面から肩部にかけて

アカガシ亜属の根株1点、ヤマグワの棋繰7

点が残存しており、ヤマグワは居住域におい

て意図的に植えられ、同埋土からはモモ・メ

ロン仲間やヒョウタン仲間などの花紛が検

出でき、栽培植物の利用の可能性が指摘され

ている.

司令 ‘-
E・・・・E

1"" 

写真33 出土したベンガラ
(左:SD0382出土、右:01_42地点出土〉

交流・交易土器類では、瀬戸内地域の土器に類似する壷侶2_6347)、生駒山西麓周辺地域の輩侶2_2927

など〉、布留式系の褒侶2_6002、に227など)、湖南地域の費侶え663など〉、山陰系の按形器台但2_6559)、

日本海沿岸地域に出土例が多いスタンプ文のある蜜 (Al_93、B2_836など〉や高郎 (Al_199など)、

南関東の久ヶ原式に類似する土器 (B2_7518)、駿河から相模地域の大廓式の壷 (Al_2217)、東日本系

の土器包2_5308)などが出土している.また、当遺跡において顕著な加飾性の強い土器群は滋賀県湖

北地方から愛知県一宮市周辺まで多く認められ、広くは兵庫県から群馬県まで分布しているととが明

らかにされている(藤田2013).一方、木製品は、北部九州型の直柄鍬 (C_I025、市3_4012など)や、

日本海沿岸地域に出土例が多い桶輩未製品(82_5119)などがある。

小結 弥生時代後期から古墳時代前期には、竪穴住居跡が550軒以上も構築された大集落へと変化し

た.水田は居住域から大溝を介した場所に営まれ、居住域内では木製品生産が行われている。また、

可能性のみに留めるべきであるが、当遺跡やその近辺ではベンガラ加工や青銅器製作も行われていた

かもしれない。一方、出土遺物には多種多様な青銅器や儀伎などの木製祭施具、車輪石片や員輪形土

製品などの装身具、大型船や弧帯文、人面文などが掛かれた線刻土器等、特殊な遺物が多数認められ

る.これらから、当遺跡は生産活動のみならず、祭偲の面でも地域内において重要な役割を果たして

いたと考えられる。

4 古墳時代中期以降 (X期以降)(園2614)

地形・景観古墳時代中期から古代までは、前代まで自然涜路であった場所が浅い笛地として残って

いた可能性があるものの、中世以降は地形の起伏がほとんどなくなり、広域に渡って耕作地として利

用されていたと考えられる.

居住繊 A地区において、古墳時代後期以降の掘立住建物跡1練 (SHOOl)を検出したが、古代以降

の建物跡は確認できなかった。なお、性格は不明であるが、 A地区西側では古代の可能性がある井戸
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跡6基を検出した。出土遺物の時期は1O-1l世紀頃であり、 SE003に関連するSK00189から富害神賓

1枚と斎串などが出土した。岐阜県内における皇朝十二銭の出土例は稀である。

墓域確認できなかったが、 A地区の遺物包含層中から五輪塔の空風輪が出土した。

生産・栽培 A地区からB地区西側にかけて水田域を検出した。その k限時期は道路状遺構との関係

から中世以降、下限時期は19世紀中葉から明治時代後半頃と考えられる。明治21年の字絵図との整

合では、検出した畦畔の一部は村界に相当することが判明している。また、 C地区でも09_12地点で

古代以降の可能性が高い陛畔や耕作痕、 0812、0913地点でも鋤溝状の耕作痕を確認し、 0913地点

では古墳時代末から古代と考えられる馬鍬 (C1683)や唐鋤 (C1684)が出土した。なお、性格は不

明であるが、 B地区南東側からC地区東側にかけて、複数の土坑列を検出した。

交流・交易 瀬戸美濃陶器、常滑陶器、肥前磁器、中国磁器などの流通品があり、 B地区からは石鍋

片 (B24286)も出土した。なお、 A地区南端からB地区北端にかけて、波板状凹凸商を伴う道路状遺

構を検出した。その施工時期は中世である@

小結古墳時代中期から古代にかけては遺構数が少ないものの、 A地区から出土した富蕎神賓と斎串、

C地区071、0813、0915地点のSZc40墳丘面検出の際にまとまって出土した古代の斎串状木製品

目点などは、古代の祭組を考える上で重要である。また、中世以降では水固などの耕作地が広域にわ

たって展開していたと考えられる.そして、 A地区出土の青白磁梅瓶片や五輪塔空風輪、 B地区出土

の石鍋や「仏師」と記された墨書のある山茶碗2点などは、道路状遺構と字絵図との整合から指摘さ

れているように、当遺跡北側に位置する御首神社遺跡や円成寺、長方形を呈する地割!などと関連付け

て理解すべきであろう。

注

1)土坑墓は、その可能性のある土坑も含む。なお、弥生時代中期の土坑墓の数も同様である。

2) 遺物番号の記載は、本章第6節の図2608の記載に従う。

3) 藤井整氏の御教示による.

4) 愛知県烏帽子遺跡で弥生時代前期の報告例があるが、木棺形態は不明である(宮腰2007)。

5) lV期の竪穴住居跡としてA地区のSB012が1軒のみ報告古れている(岐阜県文化財保護センター2012a)。しか

し、その本文でも記載されているように、本遺構はlV-2期のSZ004方台部上に位置し、墳丘構築時の何らかの

施設を検討する必援があるととと、大半が調査区外に位置し詳細が不明であるととなどから、ととでは時期決定

を保留としたい。

6) C地区の遺構数は、平成6年度調査分(岐阜県文化財保護センター1998)と大垣市教育委員会調査分(大垣市

教育委員会2003、2008)を含む.なお、弥生時代後期~古墳時代前期、古墳時代中期以降も同様である.また、

弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居跡のうち、 C地区のV期以前のSBc03は弥生時代後期~古墳時代前期

の遺構として数えた。

7) 弥生時代の円形周溝墓は東海地方において稀少な存在であり、その機能については嘉以外の用途も含めた慎重

な議論が望まれる。

8) 時期不明の12軒も数値に含めた。

9) 固化した赤色顔料の成分分析は実施していないが、岡地点からは塊状のベンガラが多数出土していることや、

表面観察ではSD0382出土のベンガラに似ているととからベンガラと判断した。なお、八賀晋氏から、 SD0382出

土のベンガラは風化し粘土質になった石灰岩の表面にベンガラが付着しており、 ζのようなものは過去に当遺跡

から北へ約3km離れた金生山の露頭で多くみられたこと、固化したベンガラは被熱により赤色の発色が鮮やかに

なっていることなどの御教示を得た.
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